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アナログ検定２０１５

↑ 検定風景 分野別正答 →



解説

コンデンサに流れる電流は電圧波形の微分(時間変化)に比例する
I (A) =  Δ E (V/s) × C (F)

① 5ms～10msの5msで10[V]電圧が変化

② 10ms～15msの5msは電圧変化なし ⇒ 電流は 0
③ 15ms～20msの5ms で -10[V]電圧が変化 ⇒ 電流は -2mA

正解は(e)



解説

電池駆動等の機器では電池の使用数が少なくなる単電源が使用されま
す。電源電圧の中間の電位をつくり、これを仮想接地電位とします。 仮想
接地のインピーダンスが高いと流入する電流によって電位が変動してしま
います。上記回路ではRRの抵抗で半分の電位を作り、この電位をOPアン
プのバッファ回路で低インピーダンスにし、C点を仮想接地点にしています。

正解は(c)



解説

正解は(e)



解説 微少電流の検出にはノイズ
対策が重要となる。電源ラ
イン等の電位差が大きい
パターンからの漏れ電流が
流れ込まないようにオペア
ンプの入力端子の周囲を
銅箔でガードする。

正解は(e)



解説 正解は(d)
配線ケーブルやプリント基板のパターンには必ず浮遊インダクタンス成分Lsが生じ、

10cmで100nH程度の値になります。OPアンプから出力される電流は全て電源端子
から流れ込みます。したがってOPアンプ出力に電流急変ΔIが起こると、電源端子は
V=ΔI×Lsの変動が生じます。このためOPアンプの電源端子の直近にバイパスコン
デンサを配置し、この変動を防ぎます。

電源ラインには静電結合や電磁誘導のため、雑音が混入する危険があります。こ
の雑音をパスコンで除去します。
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解説

正解は(d)

容量性負荷(C1)により
ピークを生じる ⇒ 不安定

負荷と直列に抵抗を挿入

ピークを抑える ⇒ 安定



回路のパルス応答を評価するために、矩形波を用いる。
リンギングの様子は時間的な回路の出力を解析する過渡解析
(Transient解析)を用いて評価する。上右図のように横軸が時間
となり、信号の変化をオシロスコープのように確認することができる。

矩形波

リンギング
解説

正解は(b)



-40dB/dec



制御対象の利得傾斜が-40dB/decのときは位相の戻り
が実現できる タイプⅢ の誤差増幅器を用いる

解説

正解は(e)


